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『ハートフルかみす』は、男女共同参画社会をめざすための情報誌です
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●男の料理（若松公民館にて）……………………………Ｐ４

●輝く女
ひ と
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●感じた！気づいた！コーナー…………………………Ｐ７

　（男女共同参画に関する作品紹介，女性総合相談ほか）

●風景（むつみ荘），編集後記……………………………Ｐ８

神栖市田畑地区に古くから伝わり、

市の無形文化財にも指定されている

伝統的な獅子舞『ささら舞』が

披露されました。

―10 月 16 日 ( 土 )

　波崎西児童館『こどもまつり』にて―
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子
ど
も
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、
親
が
果
た
す
べ
き
役
割

と
は
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
し
て
、
子
ど
も
の
視
点
で
考
え

る
、
親
と
子
の
人
間
形
成
で
一
番
大
切
な
分
科
会
を
選
び
ま

し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
寸
劇
を
は
さ
み
、
４

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
語
り
合
い
ま
し
た
。

問
題
点
と
し
て
、
親
は
忙
し
く
て
ゆ
っ
く
り
と
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
が
な
い
。
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
て
も
仕
事

を
休
み
づ
ら
い
。
夫
は
子
育
て
・
家
事
に
非
協
力
的
。
単
身
親
、

特
に
母
子
家
庭
が
増
え
て
い
る
。
企
業
は
子
育
て
に
理
解
が

な
い
。
子
は
風
呂
も
入
れ
ず
、
食
事
を
一
人
で
し
て
い
る
な

ど
、
課
題
が
多
い
。

子
ど
も
に
は
、
自
尊
感
情
が
大
切
で
、
欠
け
る
と
将
来
、

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
・
薬
物
・
非
行
・
自
殺
や
児
童
虐
待
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
る
。
誰
か
が
自
分
を
愛
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
や
、
周
り
か
ら
存
在
を
認
め
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

今
は
少
子
高
齢
化
社
会
で
、
女
性
の
労
働
力
、
協
力
が
な

け
れ
ば
、
日
本
の
発
展
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
親
は
労
働

時
間
を
短
縮
し
、
夫
も
育
児
を
楽
し
み
、
家
事
も
協
力
し
て
、

暖
か
な
家
庭
を
作
ら
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
日
本
女
性
会
議
に
参
加
し
て
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

１０月２日（土曜日）

【全体会】

◇　開会式

◇　基調報告

◇　記念講演

　　講師：渥美雅子（弁護士，女性と仕事の未来館館長）

　　　　　渥美剛治（渥美講談塾塾長）

◇　パネルディスカッション

　　コーディネーター：斧出節子（華頂短期大学生活学科教授）

　　パネリスト ： 田端泰子（京都橘大学文学部教授）

　　　　　　　　 滝村雅晴（パパ料理研究家）

　　　　　　　　 呉本紀子（パナソニック電工株式会社

　　　　　　　　　　　　   　　ダイバーシティ推進室）

　　　　　　　　 門川大作（京都市長）

◇　閉会式

１０月１日（金曜日）

【分科会】11 のテーマで分かれ、各会場同時開催

　( 藤本さんが参加した分科会 )

◇　第５分科会　「子どもを真ん中に」

　　男女共同参画のあり方を子どもの視点で考える 

【交流会】

＊
次
回
（
来
年
度
）
は
、
島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
♪

全体会の参加者

交
流
会
に
て

京
都
市
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏

「
日
本
女
性
会
議
」
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
課
題
の
解
決
策
を
探
る
と
と
も
に
、
参
加
者
相
互
の
交

流
の
促
進
や
、
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
全
国
規
模
の
会
議
で
す
。

日
本
女
性
会
議
２
０
１
０
き
ょ
う
と
は
、
10
月
1
日
～
2

日
に
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

藤

本

洋

子

(

矢
田
部
在
住)

～
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
く
世
界
、
色
彩
あ
ふ
れ
る
世
界
へ
～

日
本
女
性
会
議
２
０
１
０
き
ょ
う
と

日
本
女
性
会
議
き
ょ
う
と
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
パ
レ
ッ
ト
」
で
す

神栖市女性団体連絡会　　活 動 紹 介
この会は、市内の女性団体等の相互協力により、それぞれの活動を理解し合い、女性の持つ能力を十分発

揮し、男女共同参画社会の実現を目指したまちづくりへの積極的な参加や、女性の地位向上と地域社会の発

展に貢献することを目的としています。所属団体の活動をシリーズで紹介します。

＊新メンバーを募集中です。ご連絡をお待しております。【問合先】市民協働課　☎　０２９９（９０）１１７１

神
栖
市
女
性
の
会
連
絡
協
議
会

代
表 

　

 

会
長　

野
口 

栄
美
子

支
部
数
と
会
員
数　
　
　

11
支
部　

２
２
２
名

主
な
活
動
内
容　

市
・
行
政
区
の
行
事
（
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
・
敬
老
会
・

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
）
へ
の
参
加
。
会
員
の
知
識
向
上
、

親
睦
を
図
る
た
め
の
講
演
会
や
、
芸
能
発
表
で
あ
る
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
な
ど
。

会
長
の
ひ
と
言　

今
、
会
員
と
支
部
数
の
減
少
に
悩
ん
で
お
り
ま
す
。
現
存
し
て
い
る

支
部
も
会
員
数
が
減
っ
て
、
存
続
を
危
ぶ
ま
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
、
女
性
の
会
の
会
員
を
増
や
せ
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
も
あ
り
ま
す
が
、
知
識
や
女
性
の
地
位
の
向
上

を
目
指
し
、
自
分
自
身
を
研
き
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、
社

会
教
育
団
体
と
し
て
、
活
動
の
起
点
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

神
栖
市
交
通
安
全
母
の
会

代
表 

　

 

会
長 

野
口 

さ
ち
子　

会
員
数　
　

１
２
６
名

主
な
活
動
内
容　

・
地
域
の
交
通
安
全
の
推
進
者
と
し
て
、
交
通
安
全
の
普
及
と
交
通
道

徳
の
向
上
に
努
め
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
。

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高
齢
者
へ
の
交
通
教
育
。

・
会
員
相
互
の
知
識
及
び
教
養
を
高
め
る
た
め
の
事
業
。

・
交
通
安
全
運
動
へ
の
積
極
的
参
加
と
推
進
事
業
。

会
長
の
ひ
と
言
　

一
人
ひ
と
り
の
大
切
な
命
が
、
交
通
事
故
で
失
わ
れ
る
の
は
悲
し
い

こ
と
で
す
。
今
年
は
特
に
、
神
栖
市
は
交
通
死
亡
事
故
が
多
く
残
念
で

す
。
私
た
ち
が
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
事
故
の
な
い
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の

方
々
に
は
い
つ
も
元
気
に
、
笑
顔
で
暮
ら
し
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
は
こ

れ
か
ら
も
、
活
発
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

秋
の
ル
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

花植えボランティアに参加して

青空のもと“みんなで踊ろう”
（スポーツレクリエーション祭）

安
全
運
転
、
お
願
い
し
ま
す

警
察
署
誘
致
の
市
民
集
会

に
て

◆
今
回
、
市
民
参
加
さ
れ
た
藤
本
洋
子
さ
ん
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
を
真
ん
中
に
」
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若松公民館　後期講座

　男性に料理を作って楽しんでもらいたいという趣旨から

開催されている料理の講座を見学しました。

男の料理

男
の
料
理
（
講
師
・
八
本
啓
子
さ

ん
、
全
8
回
）
の
受
講
者
は
60
代
後

半
か
ら
80
代
ま
で
の
料
理
歴
も

様
々
な
11
人
。
初
対
面
で
緊
張
気
味

の
皆
さ
ん
で
し
た
が
、
自
己
紹
介
を

し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
頃
に
は

和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

第
１
回
目
の
献
立
は
神
栖
の
誇

る
特
産
物
の
ピ
ー
マ
ン
を
使
っ
て

「
ピ
ー
マ
ン
料
理
あ
れ
こ
れ
」

・
ピ
ー
マ
ン
の
塩
昆
布
和
え

・
三
色
ピ
ー
マ
ン

　
　
　

秋
刀
魚
巻
き
フ
ラ
イ

・
ピ
ー
マ
ン
の
素
揚
げ

・
ピ
ー
マ
ン
の
胡
麻
和
え

・
ピ
ー
マ
ン
目
玉
焼
き

・
ピ
ー
マ
ン
の
マ
リ
ネ

と
、
盛
り
沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
。
献

立
表
を
見
て
「
こ
ん
な
に
沢
山
の

ピ
ー
マ
ン
料
理
が
あ
る
の
か
・
・
・
」

と
、
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
材
料
の
切
り
方
か
ら
。
包

丁
の
使
い
方
の
説
明
を
受
け
た
後
、

秋
刀
魚
の
三
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
三
枚
お
ろ
し
は
初
め
て
の

方
が
多
か
っ
た
様
で
し
た
が
、
き
れ

い
に
仕
上
が
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
満

足
そ
う
で
し
た
。
お
ろ
し
た
秋
刀
魚

は
フ
ラ
イ
の
他
に
、
お
刺
身
と
し
て

登
場
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ピ
ー
マ
ン
の
切
り
方
に
つ

い
て
も
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。
繊
維
に
沿
っ
て
縦
に
切
る
と
歯

ご
た
え
が
残
り
、
横
に
切
る
と
柔
ら

か
い
食
感
に
な
る
そ
う
で
す
。

さ
て
、
お
待
ち
か
ね
の
試
食
の
時

間
。
ピ
ー
マ
ン
の
苦
味
や
青
臭
さ
が

苦
手
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
皆
さ
ん
全
て
平
ら
げ
ら

れ
、
料
理
を
す
る
こ
と
、
食
べ
る
こ

と
の
楽
し
さ
を
実
感
さ
れ
た
よ
う

で
し
た
。

今
後
、
お
正
月
に
向
け
て
お
せ
ち

料
理
の
作
り
方
を
教
え
て
欲
し
い

な
ど
の
要
望
も
出
さ
れ
、
意
欲
満
々

な
皆
さ
ん
で
し
た
。

家
族
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
お

勧
め
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。
お
試

し
く
だ
さ
い
。

三色ピーマン秋刀魚巻きフライ
＜材料＞　４人分

　ピーマン緑　　　　　　　　　２個

　ピーマン黄・赤　　　　　　各１個

　秋刀魚を３枚におろしたもの　８枚

　青しその葉　　　　　　　　　８枚

　塩・こしょう　　　　　　　　少々

　卵　　　　　　　　　　　　　適宜

　パン粉　　　　　　　　　　　適宜

　揚げ油　　　　　　　　　　　適宜

　小麦粉　　　　　　　　　　　適宜

＜作り方＞

　① 秋刀魚は軽く塩・こしょうをふる。

　② ピーマン (緑・黄・赤 )は、たて半分に切り、下処理をして千切りにし、８等分する。

　③ 秋刀魚を広げ、青しそ１枚にピーマンを乗せて巻き、小麦粉、溶き卵、パン粉の順につける。

　④ 揚げ油を熱し、１６０℃位になったら③を入れ、じっくり揚げる。半分に切り、盛り付ける。

　※　秋刀魚の季節以外は豚ロース薄切り肉を使用

ピーマン定食のできあがり

わら細工（俵飾り、鶴と亀の正月飾り）生徒さんの作品

かわいいお寿しができました 太巻き寿し

元 

気 

の 

源

「
食
」
は
生
活
の
中
で
大
切
な

事
と
考
え
る
八
本
啓
子
さ
ん
。
家

族
に
旬
の
採
れ
た
て
の
野
菜
を
食

べ
さ
せ
た
い
と
野
菜
作
り
を
始
め

た
の
は
お
子
さ
ん
が
２
才
の
頃
。

採
っ
た
野
菜
を
友
人
に
お
す
そ
分

け
し
た
と
こ
ろ
、
「
お
い
し
か
っ
た

わ
よ
」
と
喜
ば
れ
、
そ
の
一
言
が

元
気
を
与
え
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

あ
れ
か
ら
30
年
以
上
経
っ
た
今

で
も
食
べ
た
方
の
「
お
い
し
か
っ

た
よ
」
の
一
言
と
笑
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
野
菜
作
り
に
精
を

出
し
て
い
ま
す
。

フ 

ラ 

イ 

ト
便 

Ｊ
Ａ
し
お
さ
い
女
性
部
部
長
在

任
中
に
「
波
崎
女
性
起
業
家
研
修
」

に
参
加
し
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

の
農
業
を
視
察
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た

加
工
食
品
販
売
を
考
え
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
食
品
加
工
業
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。

加
工
食
品
作
り
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ａ
し
お
さ
い
女
性
部
員
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
野
菜
の
持
つ
本
来
の

味
を
引
き
立
た
せ
る
よ
う
な
加
工

の
仕
方
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
出

来
上
が
っ
た
商
品
は
、
市
外
県
外

の
方
に
神
栖
の
農
産
物
の
味
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
お
中
元
、
お
歳
暮
用
に

詰
め
合
わ
せ
、
「
フ
ラ
イ
ト
便
」
と

名
付
け
て
直
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
10
年
ほ
ど
前
、
「
安
全
、
安

心
な
野
菜
を
新
鮮
な
う
ち
に
安
く

届
け
た
い
」
「
若
い
世
代
が
農
業
の

生
活
を
楽
し
み
に
で
き
る
よ
う
に
」

と
、
「
な
み
の
華
倶
楽
部
」
を
結
成

し
、
か
み
す
農
産
物
直
売
所
な
ど

で
対
面
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
「
自

分
た
ち
で
作
っ
た
食
べ
物
を
通
し

て
住
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
出
来
る

こ
と
が
直
売
所
の
魅
力
で
す
ね
」

と
楽
し
そ
う
に
語
る
八
本
さ
ん
。

倶
楽
部
の
野
菜
や
フ
ラ
イ
ト
便

を
心
待
ち
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る

方
々
に
支
え
ら
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

講 

師 

と 

し 

て

現
在
、
定
期
講
座
で
「
男
の
料
理
」

（
若
松
公
民
館
）
・
「
漬
け
物
・
タ
レ

づ
く
り
」
（
は
さ
き
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）
・
「
わ
ら
細
工
」
（
中
央
公
民

館
）
の
講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

料
理
教
室
で
は
地
産
地
消
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
旬
の
食
材
を
様
々

な
メ
ニ
ュ
ー
に
変
身
さ
せ
、
飽
き

ず
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
提
案
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
料

理
に
応
用
の
利
く
タ
レ
作
り
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

わ
ら
細
工
は
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

の
一
環
と
し
て
は
じ
め
た
も
の
で

す
。
昔
は
、
お
米
を
収
穫
し
た
後

に
残
る
稲
わ
ら
を
使
っ
て
生
活
に

必
要
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
知
恵
と
技
を
伝
え
継
い
で
い

き
た
い
と
思
い
、
正
月
飾
り
の
作

り
方
を
教
え
て
い
ま
す
。
特
に
鶴

と
亀
の
飾
り
は
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

生
き
て
い
る
限
り
人
は
食
べ
て
い
き
ま
す
。
人
の

一
生
を
80
年
と
し
て
一
日
３
食
な
ら
ば
…
な
ん
と

８
７
，０
０
０
食
！

食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、
地
元
の
素
材
を
使
っ

た
加
工
食
品
づ
く
り
や
市
の
定
期
講
座
で
講
師
を

さ
れ
て
い
る
八
本
啓
子
さ
ん
を
尋
ね
ま
し
た
。

輝
く
女ひ

と男
た
ち

　
　「
食
」
を
通
し
て
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

八
や も と

本　啓
け い こ

子さん（西宝山在住）

「
こ
う
し
た
活
動
が
で
き
る
の

は
、
ま
わ
り
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」
と
話
す
八
本
さ
ん
の
笑
顔

は
、
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
ま
し

た
。

三色ピーマン秋刀魚巻きフライ
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子どもたちの未来のために

神栖市ＰＴＡ連絡協議会

軽野小学校　“軽野小父
ち ち お や

親委員会”

土合小学校　“おやじの会”

父 親 委 員 会 
父親委員会は、父親の教育参加の意識向上とともに、父親及び社会的見地から児童生徒の

健全育成を図ることを目的として、活動にとり組んでいます。市内の小学校の父親委員会の

活動をシリーズで紹介します。

代表者　：委員長　大崎　智治

活動開始：2007年度

会員数　：役員　３名(PTA副会長)　会員約300名(PTA会員)

活動内容：奉仕活動(学校周辺の草刈・清掃・校庭側溝の砂上げ )、

運動会・軽野フェスティバルの準備・片づけ (会場設営等)、夏休み

イベント“学校に泊まろう”協力等

活動しての感想：父親委員会が発足して４年目となります。ＰＴＡ

との共催の活動が多いのですが、年々活発になっています。夏休み

の恒例行事となった“学校に泊まろう”は、今夏で３回目で100名近

い児童が参加しました。夜の学校探検や校庭での花火、体育館での

お泊りなど、普段体験できないことばかりで子どもたちも貴重な経

験だったのではないかと思います。また、日頃からお世話になって

いる学校や周辺地域の方々への感謝も込めた、学校周辺の草刈や清

掃などの奉仕活動でも、お父さんたちのパワーを十分に発揮してい

ただいています。

　このような経験ができるのもＰＴＡの皆様方の協力があってこそ

であり、その大切さを実感しています。

代表者　：会長　佐野　和広

活動開始：2007年

会員数　：15名(PTA会員)

活動内容：PTAバザーの出店・運動会の後片付け・元気っ子の指導員・

町内会夏祭り・キックベースの指導員等

活動しての感想：父親が子どもたちの教育に直接係わる時期という

のは、実は小学校の時期ではないでしょうか。その時期に自分の子

どもでも他人の子どもでも良いこと、悪いことをしっかりと本人に

教えてやれるような、昔でいう頑固おやじたちでありたいと思います。

土合小学校区は地元出身の住民が少なく、企業の社宅や今も近隣

市町村から移住してきた方で成り立つ新興住宅地です。保護者同士

の先輩・後輩のつながりが少ない背景から、なかなか趣旨に賛同を

得られず会員が増えません。子どもたちがこの町に誇りと魅力が持

てるような地域づくりをするために、できるかぎり地域の子どもた

ちと係わり、「この町に生まれ育って良かった」と思える地域にする

ために、おやじの会の活動が今後もずっと続くような体制になって

欲しい。

神栖市女性総合相談
～ひとりで悩んでいませんか？そんなあなたの悩みをお聞きします。～

★面接相談
< 神栖地域 >　第 1・3・4・5 火曜日 13：00 ～ 16：00
< 波崎地域 >　第 2 火曜日      　  13：00 ～ 16：00

※要予約／電話：0299-90-1171　市民協働課
　　　　（年末年始を除く、平日 9:00 ～ 17:00）
　　　　* 相談会場については、予約の際お問い合
　　　　  わせください。

★電話相談（専用電話：0299-91-1236）
第 1・3・5 火曜日　　13：00 ～ 16：00

家庭や職場、地域などで女性が直面するさまざまな問

題について、専門の女性相談員が解決に向けてともに考

えます。

例えば、夫婦・恋人・家族の問題、子育て、近所・職場・

学校での人間関係、身体や性に関することなど ･･･

悩んでいることを一つずつ整理し、誰かに聞いてもら

うことで、心が少しだけ軽くなるかもしれません ･･･。

秘密は厳守されます。お気軽にご相談ください。

（お一人 1時間程度／相談無料）

お
す
す
め
の
本

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
本
を

紹
介
し
ま
す
。

感じた！気づいた！男女共同参画社会

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
品
を
募
集
し
、
市
民

の
皆
様
か
ら
、
川
柳
、
俳
句
な
ど
18
作
品
の
投
稿
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

川
柳朝

寝
坊　

妻
に
勤
労　

感
謝
の
日　
　
　
　
　

（
鈴
木
様
）

男ひ
と

と
女ひ

と　

「
だ
か
ら
」
の
垣
根　

除
こ
う
よ　

 

（
眞
鍋
様
）

男ひ
と

と
女ひ

と　

参
画
の
社
会
を　

育
み
ぬ　
　
　
　

（
匿　

名
）

見
直
そ
う　

男
女
の
役
割　

家
庭
か
ら　
　
　

（
匿　

名
）

手
を
取
っ
て　

共
に
め
ざ
そ
う　

参
画
社
会　

（
匿　

名
）

　

参
画
で　

個
性
を
生
か
し　

伸
び
伸
び
と　
　

（
匿　

名
）

俳
句筑

波
嶺
や　

男
体
女
体
の　

秋
日
和　
　
　
　

（
石
川
様
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
協
働
課
で
は
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
作
品
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
男
た
ち
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス

働
き
な
が
ら
子
育
て
に
も
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
父

親
た
ち
３
万
６
千
人
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
男

の
本
音
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
経
産
省
の
山
田
課
長
補
佐
、
た

だ
い
ま
育
休
中

働
き
盛
り
の
パ
パ
が
体
験
し
た

飛
び
切
り
ユ
ニ
ー
ク
な
１
年
間
。

と
て
も
温
か
く
な
っ
て
少
し
考
え

さ
せ
ら
れ
る
物
語
。

みんなと一緒は楽しいな！

おやじ会のメンバー紹介

元気っ子「ポートボールの試合開始」

元気っ子「上手に転がるかな？」

楽しかった一日の終りでーす。

何回運んだかな？

山田　正人　著
文藝春秋出版

ヒューマンルネッサンス研究所　編
　幻冬舎ルネッサンス出版
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景
風

高齢者ふれあいセンター
知
ら
な
か
っ
た
こ
ん
な
場
所

ま
だ
行
っ
て
な
か
っ
た
あ
ん
な
所

散
歩
で
見
つ
け
た
素
敵
な
所

そ
ん
な
市
内
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
21
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

「
む
つ
み
荘
」
は
、
自
然
豊
か
な
公
園
の

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
、
明
る
く
広
々
と
し
た
つ
く
り
で
す
。

館
内
に
は
大
小
の
広
間
と
研
修
室
を
備

え
、ま
た
屋
外
の
芝
生
で
は
、ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
も
楽
し
め

ま
す
。

皆
さ
ま
も
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。むつみ荘

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
憩
い
の
空
間

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
た
ち

カ
ラ
オ
ケ
も
で
き
ま
す
。

自
然
素
材
を
用
い
た
温
か
み
の
あ
る

ロ
ビ
ー
は
、
訪
れ
る
人
を
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

施設の案内
・大広間 / 定員 100 名・小広間 / 定員 30 名

・研修室 / 定員 30 名　会場使用料あり

・多目的広場：無料 ( 事前予約制 )

予約・問合先：神栖市知手 4678 － 71

電話：0299-96-2675　/ ＦＡＸ 0299-96-2694

　　＊日帰りのみの利用

皆さんの声を
お寄せください

　女性と男性がともに手
を取りあって、新しい地域
づくりに活躍されている
方やグループ、また、とり
あげてほしいニュースな
どお寄せください。皆さま
からのご意見をお待ちし
ています。

☆
イ
ベ
ン
ト
情
報
☆

―
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
た
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
―

☆
第
５
回
　
男
女
共
同
参
画

              

か
み
す
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
【
無
料
】

内
容･･･

講
演
会
　
田
中
ゆ
か
，
伊
藤
ひ
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　（
ハ
ー
プ
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
）

日
　
時
…
平
成
23
年
２
月
11
日
（
祝
）午
後
１
時
～

場
　
所
…
神
栖
市
文
化
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
…
託
児
室
あ
り

問
合
先
…
市
民
協
働
課
　
０
２
９
９
（
９
０
）
１
１
７
１

☆
Ｈ
22
年
度
「
マ
イ
ラ
イ
フ
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
」

～
自
分
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
～

第
10
回
　
公
開
講
演
　【
無
料
】

 

親
で
あ
る
こ
と
を
楽
し
も
う
！

　
　
　
　
　
～
仕
事
も
家
庭
も
楽
し
む
方
法
～

講
　
師 

… 

安
藤 

哲
也

　
　
　
　  

　
　 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
代
表

日
　
時 

… 

平
成
23
年
１
月
22
日(

土)

　
　
　
　  

　
　 

午
後
１
時
～
２
時
30
分

会
場
・
問
合
先 

… 

レ
イ
ク
エ
コ
ー
県
女
性
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　(

行
方
市
宇
崎
1
3
8
9)

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
電
　
話
　
０
２
９
９
（
７
３
）
２
３
０
０

【編集後記】

猛烈な今年の暑さを無事乗り切り

ましたが、あっという間の寒さに身体

は悲鳴をあげそう。でも、新しい年

に向かって希望が

いっぱいです。


